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横浜みどりアップ計画市民推進会議 第８回「農を感じる」施策を検討する部会 会議録 

日 時 平成28年２月25日（水）午前９時30分～午前11時30分まで 

開 催 場 所 関内第二ビル６Ｇ会議室 

出 席 者 相川委員、大竹委員、蔦谷委員、矢沢委員 

欠 席 者 野路委員 

開 催 形 態 公開（傍聴０人） 

 

議 題 １ 横浜みどりアップ計画「農を感じる」事業の評価・提案について  

２ その他 

 
 

議 事 

 

 
【開 会】 

 
（事務局） （部会員の紹介、会議の進行について説明、資料の確認） 
 
（蔦谷部会長）おはようございます。早朝からお忙しいところ、ありがとう

ございます。 
       今日は部会ということで人数も少ないので、ざっくばらんに、

忌憚のないお話をいただければと思います。 
       １点だけ、情勢を申し上げておいたほうがよいかと思います

けれども、昨年の４月に都市農業振興基本法が成立しています
が、それを受けて、どういう中身にしていくのかということや、
具体的な基本計画について、国交省、農水省にそれぞれ委員会
をつくって詰めをしてきました。中間取りまとめが２月に発表
されて、今、パブリックコメントの最中で、４月には基本計画
が閣議決定されるようです。いよいよ抽象的な法律の段階から
具体的に現場で何をやっていくのかということが議論される、
そういうところまでやっとたどり着いたのかなということでご
ざいます。 

       肝心の法制度なり、税制をどうするのかというのは、今年の
税制調査会が年末にかけて詰めていくということですけれど
も、いろいろ聞いている限りでは、やはり、かなり税負担を軽
減しないと、実効が上がらないのではないかということで、そ
れなりの議論が行われているように聞いております。 

       特に、生産緑地について、相続税の納税猶予制度の対象にな
るためには、賃貸借は除外をされてきたのですけれども、賃貸
借を含めて検討するということまでは、言われてきている。 

       あわせて、固定資産税の負担も大変大きいので、その評価の
あり方を見直さなければいけないと、そんな話も公式の場でい
ろいろ出始めてきているということで、そういった意味では、
これまでいろいろ横浜市独自でやってきたわけですけれども、
国全体として、そういう流れに具体的に変わりつつあるという
ことであります。 

       そういった意味では、また、一段と我々の取組が注目されて、
全国でいろいろと勉強をしながら展開を広げていくと、そうい
う状況になってくるのかなという期待をしています。そういっ
た意味でも、ぜひよい報告書あるいはこれからのあり方につい
ても皆さんから御意見をいただければと思います。よろしくお
願いします。 

       それでは、今日は、議題が１つだけでございます。「横浜みど
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りアップ計画『農を感じる』事業の評価・提案について」です。 
       では、事務局のほうで御説明をお願いしたいと思います。 
 
（事務局） （資料１～２・参考資料１～２について説明） 

 
（蔦谷部会長）それでは、一括して御説明いただきましたので、とりあえず、

施策の１と２がありますけれども、施策の１のほうで御質問な
り御意見なりがあれば、お願いしたいと思います。 

 
（相川委員） まず、10番の水源確保施設整備ですが、これは、田んぼの井

戸水をポンプアップするものだと思うのですけれども、それは、
全て新規のものに対しての助成なのでしょうか。現存するもの
について助成を受けることはできますか。 

 
（農業振興課）今までのところは、新規が助成の対象です。川の水を引いて

いたものを井戸水に変えるなどに対してですが、将来的には、
その辺は改修なども対象にはなり得るのかなと思います。 

 
（相川委員） 続けて何点かですけれども、田園景観の保全のところで、畑

の間にツツジが植えられていた写真があったかと思うのですけ
れども、こういったものを植えることが農景観を保全すること
なのかなという疑問があります。ランニングコストが絶対に必
要になってくると思うので、そういったものに費用を充てるの
であれば、事例なのですけれども、土木事務所で泉区の天王森
泉公園周辺をフェンスで覆う工事をすると話があったときに、
地域から声が上がりまして、景観を守るために、フェンスの代
わりに擬木で余り高くないものにしていただくことができたの
で、そういったところにも、みどり税が充てられてもよいのか
なと感じました。 

 
（蔦谷部会長）今のところで特にコメントはありますか。御意見、御要望だ

と思うのですけれども。 
 
（農政推進課）写真の柴に関しては、高台にあるためカラスなどの鳥獣の被

害でかなりやられてしまうということで、その前の写真にあり
ましたが、地区全体を青のネットで囲ってしまっていたという
背景がもともとあり、景観としては特殊だと思います。ほかの
ところでも、例えば、今、御指摘いただきましたように、水路
沿いに、味気ないものではなくて、アジサイの植栽をしている
事例もございますので、管理者と調整をしながら整理するとい
うのはご指摘の通りです。 

 
（蔦谷部会長）ほかに、大竹委員。 
 
（大竹委員）  12番の共同利用設備の整備というのがありますけれども、ど

うして進まないのでしょうか。 
 
（農業振興課）実は、25年までのみどりアップ計画のときからございまして、

そのときにかなり進んだというのが１点あります。また、共同
ということで、組合なり団体を結成していただかないといけな
いのですが、最近はやりたいところはもう結構やっていて、個
人でやりたい方はいるのだけれども、団体をつくってまではと
いう方もいるので、そこがネックになっていると思われます。 

       もう一点は、堆肥舎と剪定するチッパーと、道具などをフル
セットでというのが最初の要件で、補助があったとしても結構
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な自己負担になりますので、難しいのかなということで、今は、
チッパー、堆肥舎は必須なのですけれども、ローダー、堆肥散
布機は同等の手段で補助効果が得られる場合は省略可能といっ
たところもあります。 

       農家にいろいろと広報はしているのですけれども、もっと宣
伝をしていく必要があるのかなと感じております。 

 
（大竹委員） でも、必要ではあるのですね。 
 
（農業振興課）そうですね。実際、燃やすことができなくなってきています

ので、それをごみとして出すと処分費がかなりかかるため、農
家の方の負担にもなります。手間はかかるけれども、そこはや
っていただいたほうが、環境にも配慮できますし、経費的な面
でも有効なのかなと思っております。 

 
（矢沢委員） 堆肥化するのは、設備もそうなのですけれども、できたもの

を農地に還元すればよいのでしょうということなのですが、私
は施設でしているのですけれども、何十年も経ってくると、設
備の維持が難しくなってくるということと、農地が減ってきて
いるので、製造した堆肥がさばききれなくなっているといった
問題があります。 

 
（農業振興課）特に剪定枝が多く出るのは、植木屋さんや果樹の方なのです

けれども、使うということになってくると、植木の苗木の生産
にはそんなに堆肥がいらないといった、出口の問題はあります。 

 
（矢沢委員） 堆肥としては、個人的には、剪定枝などが一番だと思います。

あとは、植物の場合は完全に腐らないと、障害がでます。 
 
（農業振興課）堆肥化するのに、結構時間がかかります。特にチップみたい

なものですと、半年は絶対に発酵させるために置いておかない
といけないというのがあって、置き場所が足りなくなるという
ことがあります。 

 
（大竹委員） そうしたら、小さくやらないで、もっと全市的にしてはどう

ですか。 
 
（農業振興課）実は、公共の街路樹などで出る剪定枝については、リサイク

ルプラントがあるのですが、量的な問題等があって、民間のも
のまでは、受け入れていないものですから、こういった形で、
個人の生産の現場のほうでも堆肥化を進めてもらいということ
で、現在は取り組んでいるところです。 

 
（矢沢委員） 農家のほうからも、横浜市で全部まとめてやってほしいと、

そういう意見もあるのです。 
 
（農業振興課） 御要望はいただいております。 
 
（矢沢委員） あるのですけれども、実際、持ち込みの手間や、ある程度の

費用負担、利用のしやすさを考えると、そういう設備に補助し
てもらって、自分たちで揃えてしまって、局地的に自分たちだ
けで完結したほうがコストはかからないなど、いろいろ考えた
わけですね。 

 
（農業振興課）多分、利用料をいただくことになるので、そうすると、お金
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を払ってまでという方もいらっしゃるのかなということで、本
当にさまざまです。規模によってなど、いろんなニーズはある
のかなと思います。 

 
（矢沢委員） 毎年予算要望などで出しているのですけれども、個人的には、

地域の中で完結できるようなもののほうが、この場合は正解だ
と思います。 
例えば、樹林地などでいろいろしているではないですか、そ

れもその場所でやっている。 
 
（農業振興課）樹林地の愛護会は、チップにして、園路に敷いたり、ベンチ

をつくったりなど、工夫されているところもありますけれども、
公園事務所のほうで管理している場合は、処分になったりして
いるものもあったり、出る量と使い道のバランスに結局はなっ
てしまっているのかなと思います。 

 
（蔦谷部会長）私は県外に畑を持っていているのですが、周りがブドウ畑な

のですよ。剪定したものを燃やすと大変だというので、太いも
のは、みんなごみとして捨てているのですよ。私はストーブに
使っていて、これをくれるというのはありがたいのだけれども、
置き場所がなくて困っています。燃やすために１年は乾燥が必
要なのです。 

 
（矢沢委員） 緑をふやすという問題は、悩ましいところがあるのです。私

の自宅で、冬に庭の剪定をすると、90リットルの袋で20袋ほど
出します。今のところは、袋に詰めて出せば持っていってくれ
るからよいのですが。 

 
（農業振興課）個人の家庭ごみだと引き取るのですけれども、農家さんの場

合は、事業者扱いになるので、産廃というこで有料になってし
まうので、経費が高額になってしまいます。 

 
（矢沢委員） 自分でも悩みますよ、こんなに出してしまったら、産廃にな

ってしまうのではないかと。そういう悩ましい問題はあります。
ふやすのはよいのだけれども、では、その処分をどうするのか。 

       水田のポンプの話に変わりますが、あれは、電気代がすごく
かかります。 

 
（農業振興課）今のところ、ランニングコストは助成の対象にしていません。 
 
（矢沢委員） 金額は相当かかります。自分の事例で恐縮なのですけれども、

うちも和泉川で、田んぼをつくっていました。河川改修で堰が
なくなり、そのため井戸を掘ってくれて、井戸からポンプアッ
プして、水路に流すということをしていました。最初は、10年
間ぐらいですか、電気代も含めて全部セットしてくれたのです
が、周りがどんどんやめてしまい、最後、私のところだけ残っ
てしまいました。そうすると、電気代で７、８万かかってしま
うのです。これは幾らなんでもというので私もやめてしまいま
した。私のところなどは、そんなに大きな設備ではないからそ
のぐらいで済むけれども、もっと広いところでやっているとこ
ろは、もっと大変だと思います。 

 
（蔦谷部会長） 田んぼの広さはどのぐらいですか。 
 
（矢沢委員） 最終的に残ったのは２反ぐらいです。最初つくってもらった
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ときは、２、３町歩はありました。 
 
（農業振興課） 大勢で割っているうちはよいですが。 
 
（矢沢委員） １人になってしまったら、電気代は本当に大変なのです。で

も、よく境川の水系などでも、堰の改修などの要望が出てくる。
あれよりもコストがかからないです。 

 
（農業振興課）堰は、改修も含めて川を一時的にとめる工事になるため整備

が高額になります。 
 
（矢沢委員） 電気代が少し出ないかなというのが、本当に悩ましいところ

です。 
 
（大竹委員） もう一つよいですか。 
 
（蔦谷部会長）どうぞ。 
 
（大竹委員） 14番のところの市民農園の開設支援というのがあるのですけ

れども、これは、私の希望なのですけれども、ぜひ、たくさん
の小学校や中学校での環境学習に使っていただきたいなという
のが私の希望です。 

 
（農政推進課） 市民農園のひとつの環境学習農園というのは、小学校であ

るとか、児童や生徒向けにやっていただいています。ただ、そ
れを指導していただくのは、地元の農家さんですので、そこの
負担がなかなか大変です。御協力をいただく農家が手弁当で持
ち出してやっていただいているというのが実態です。それは、
余りよろしくないだろうということで、こういった支援をでき
る限りしたいということで、支援しています。 

 
（大竹委員） そこを一生懸命頑張っていただきたいと思います。やはり、

子供たちに、そこを最初に見せておくということは投資ですか
ら。 

 
（農政推進課）未来への投資ですね。 
 
（大竹委員） そうです。 
 
（蔦谷部会長）これは、いわゆる収穫体験農園というのは、含まれるのです

か。 
 
（農業振興課）そうですね、収穫体験を含めて、市民農園として、みどりア

ップ計画の中では、一緒にやっております。 
 
（蔦谷部会長）いわゆる収穫体験農園というのは、摘み取るだけではないの

ですね。 
 
（農業振興課）収穫体験農園については、摘み取りだけなのですけれども、

それ以外の市民農園の中に、指導つきのものがございます。 
 
（蔦谷部会長）最近いろいろ話を聞くと、市民農園は高齢者が多くて、家族

持ちは一定の管理が難しいので、体験農園ならできるというの
で、世代層が随分違ってきていると、そんな話を聞くので、バ
ランスの問題だと思うのですけれども、体験農園を一応含んで。 
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（農政推進課）区画貸し農園であると、時期によりますけれども、夏野菜な

どでつくると、週１回でもちょっと足りないぐらい、週に２回、
３回来ていただかないと難しい。なかなか平日は来られない、
ライフスタイルがあわない方は難しいのかなと。農家さんが開
設をするのですが、企業さんなどが支援するという形式の園が
ふえてきていまして、管理団体に常駐していただいて、利用者
が管理できないときは、摘み取りなどを手伝ってくれるといっ
たものもあります。当然運営コストはかかります。やはり、市
民の方のニーズにあわせて選んでいただくためには、さまざま
なものがあったほうがよいというのはあります。 

 
（矢沢委員） あと、農家の問題もあるのです。例えば、収穫体験的な管理

ができるようなレベルと、何もできないから、土地を何とかし
てくれと、市民農園にする農家もいるのですけれども、ですの
で、そこのマッチングをさせるのが難しいです。市民の事情も
さまざまだけれども、農家の事情もさまざまなのですね。 

 
（蔦谷部会長）東寺尾の農園付公園では、区画貸しとは別に共同農園があっ

たではないですか。あれは、これから可能性が大きいのではな
いかなと思うのです。結局、みんなで共同して、お互いにしっ
かりやってもらう、そうではない人もお手伝いみたいに。税制
が何か変われば、かなり使い道がある仕組みなのではないかと
思います。 

 
（農政推進課） コミュニティーの醸成にもとても効果的だと思います。 
 
（蔦谷部会長） もう一つ深い意味というか、収穫だけではなくて、地域の

再生みたいなものが期待できます。 
 
（矢沢委員）  農園付公園の土地は買ったのでしょうか。 
 
（農政推進課） 借地と取得ですね。一部ご寄附いただいたところもありま

す。 
 
（矢沢委員） 本当は、安定して、市民向けにそういうのをやるのであれば、

公用地を使ってするべきです。農家が行うと、持続性、担保性
の面で難しいのです。本当は、土地を買うのが一番よいのだけ
れども、お金がかかります。 

 
（農業振興課） 納税猶予も農家さん同士の貸し借りだと適用ですけれども、

市民に貸すのだと、適用ではないので、そういった意味では、
相続が発生したときに畑がなくなってしまう可能性というのは
かなりあります。 

 
（矢沢委員） そういうところが、よい場所だったら、公園地化を積極的に

進めてしまったほうがよいと思います。 
 
（農業振興課）特に、やはり郊外部ですと、農地がたくさんあって、市民農

園も、農家の方がたくさん開設してくださっています。特に市
街地ですと、農地として維持していくのが余計難しいところが
ありますので、そういったところで、農園付公園という形なの
かなと思います。一方で、そういうところは、土地の値段が高
いです。こちらのコメントの評価（案）にもありますけれども、
悩ましいところということですね。 
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（蔦谷部会長）例えば、それをちょっと見越して、市だけでは難しいので組

合とか、グループをつくって、その中に農家や実際にやってい
る人を中心にすえながら委託をするなど、いろんな方式のトラ
イアルを始めるという話を聞きました。いろんな動きがこれか
ら出てくるかと思います。 

  １つ、農家の地域づくり協定、これは、もう少し中身を御説
明いただけますか。どういう形で保全していくのか。 

 
（農業振興課）実際は、場所によってケース・バイ・ケースで、市民を受け

入れて一緒にやっていく気のある農家さんをまずピックアップ
して、市民の方は公募をするような形です。そのエリアについ
て、自分が参加して農地を維持していきたいという方を公募し
て、どういった形で協定を結ぶか、その協定の中身としてどう
いった活動をしていくかなどの話し合いをしていただいて、援
農や、手の入っていない荒れた樹林地の管理までを含めて農家
の支援を行い、その景観等を含めて維持していくという協定に
なっていますので、場合によっては、荒地の開墾レベルのとこ
ろからされている地区もあるように聞いています。 

 
（蔦谷部会長） お金は、どういう形で出るのですか。 
 
（農業振興課）活動に対しての形で、農体験や農産加工、地域住民との交流

活動、景観保全活動などが対象です。 
 
（蔦谷部会長） 横浜市独自の取組ですか。 
 
（農政推進課） そうです。 
 
（蔦谷部会長） これは、ひな形はあるのですか。 
 
（農業振興課） 特にないです。 
 
（相川委員） 自分のところでは、独自でもう４年目の活動として、田植え

イベントなどをすると、昨年は２日間で150人ぐらいの人が田植
えの体験をしてくれるような感じで、やらせていただいており
ます。 

 
（蔦谷部会長） それは、これとは別に独自にやっていらっしゃると。 
 
（相川委員） そうです。逆に、そういうふうにできるところは、助成を受

けてしまうと、首を絞められてしまう。 
 
（農業振興課）ルールはいろいろあります。支援なしでやっていただけると

ころは独自に行っていただくことも必要と考えています。 
 
（相川委員） でも、必要なものは、やはりあるので、その投入のされ方で

すね。どういうものはだめとか、あと、規制があって使いづら
いというのもあります。 

 
（蔦谷部会長）それで、我々のみどり税がどこに使われているのかというこ

とは、一生懸命こうやって議論しているけれども、それ以外の
全体でどうなっているかというのは押さえておかないと、逆に
言えば、これがあるから、では、独自にやってみようかとか、
いろいろ広がりというのがあって、市民全体としてどうなった
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のかという一番肝心な話です。 
 
（相川委員） ただ、長期でどれだけ継続性のあるもの、どこに投入すると、

税金が生きてくるのかというところを、あと、イベント一発で
終わって、それだけで終わり、その後、そのイベントがどうな
ったのかというのも、終わった後にその結果を、とりづらくな
ってしまうのかもしれないですけれども、でも、イベントでの
結果は、すぐには出ないと思うので、結果がじわじわ出てくる
ものに関しての評価もしていただけたらなと思います。 

 
（大竹委員） 相川委員のお話をきいて、「はまふうどナビ」に佐藤さんの田

んぼ作りが載っていましたね。 
 
（農業振興課） そういった活動、コンシェルジュの方が間に入って、何か

イベントとしてやって、公募を一般市民の方に広くやるという
場合は、支援対象になり得ます。農体験教室ですとか、マルシ
ェとか、コンシェルジュの方がかかわって開催する場合には、
支援できます。 

 
（蔦谷部会長）そうしましたら、資料１の２枚目ですね、ここに施策１につ

いての評価、提案がありますけれども、この文面なり、いろい
ろなやりとりを含めて、御意見があればということですけれど
も。どうぞ。 

 
（相川委員）４つ目の横浜の農業を活性化させ、農景観を良好に保全して 

いくためのものですというのがあるのですけれども、農景観、
これは、多分地域それぞれにあったというのを加えたほうが、
全部同じものにしていくということではなくて、その地域ごと
に違うということで、その辺を加えたほうがと、ちょっと感じ
ました。 

 
（蔦谷部会長）言葉でいうと、地域にあった農景観ということですか。 
 
（相川委員） はい。 
 
（事務局）  地域性を踏まえてですね。 
 
（相川委員） はい。地域ごとに違う。 
 
（蔦谷部会長）地域の特徴をより生かした景観。 
 
（相川委員） そうです。 
 
（蔦谷部会長）大竹委員のほうから、学校教育が大事だということですね。

そういうニュアンスがどこかで出せれば。 
 
（事務局）  農園付公園の前のところに、市民農園の項目で、環境学習に

ついて、いただいたのは、子供向けとか、小学生向けとか、さ
らに拡充していったほうが、今後の将来的なことを含めてよい
のではないかと記載するのが良いでしょうか。 

 
（蔦谷部会長）とりあえず、施策１は、そういうことで、また、後であれば、 
      追加をさせていただくとして、では、施策２のほうで、相川さ 

ん、どうぞ。 
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（相川委員） 苗木などの配付ですが、これはみどり税が充てられています
か。 

 
（農業振興課）施策２については、全てみどり税非充当になっています。 
 
（相川委員） この中でみどり税を充てて新しく入ってくるものは。 
 
（農業振興課）１つもないです。みどりアップ計画には定めてありますがみ

どり税は使っていません。 
 
（相川委員） こういうことが行われているということで、市民や企業と連

携した地産地消について、市民や企業と連携するというのは、
とてもよいことだと思っていて、これを地産地消だけではない
ほかのところにも展開してほしいです。例えば、農地を守る景
観のところでも、就農に対してのビジネスとか、環境教育とか、
保全、復元など、農業をすることによって、それが守られる新
しいビジネスが入ってくると、企業のほうのお金の流れも入っ
てくるのかなというので。話がずれてしまいました。 

 
（蔦谷部会長）これは、いつも出る話なのだけれども、調査部会で見に行っ

た国道１号線の地域みどりのまちづくり事業では、企業が連携
して植樹をやったりしています。文面では出てきていないけれ
ども、結構、連携し始めているのです。 

 
（相川委員） 活動していると、企業と農のほうで連携する接点がないので、

そういったところの接点が、間に入ってこないと、なかなか難
しい。 

 
（矢沢委員） 個人的には、いたずらに企業との連携と言っていることは、

どうなのだろうかという部分はあります。よほどきちんとコー
ディネートできるような機能、例えば、行政であるとか、農協
も含めて、そういうものがないと。それによって、お互いにプ
ラスになるところというのは、あるわけなのだけれども、今は、
それがないから、例えば、今、横浜などでも企業が参入してき
たのだけれども、採算が合わないから撤退するといった事案も
既に出ている。 
 では、その後、一体どうなってしまうのということはあるか
ら、ここは、農業、いわゆる我々は心の面ですごく議論してい
て、ある意味では、すごくビジネスとしての顔を持っているか
ら、そこがちょっとかみ合わない部分が出てきてしまうと、ち
ょっと怖いですね。 

 
（相川委員） 企業の農業参入というよりも、支援の、投資ではないですけ

れども、農家の方がうまくできるような。 
 
（事務局）  相川委員のおっしゃっているのは、CSＲのように、例えば、

森の一部沿道の整備を企業のお金でやってもらうとか、そうい
うのが農の部分でも、企業と連携でできないのかということで
しょうか。 

 
（相川委員） そうです。 
 
（矢沢委員） 緑化とか、そういった部分では、やりやすいと思うのだけれ

ども、生産の現場というと、ちょっと。 
 



 - 10 - 

（蔦谷部会長） 逆に言うと、ヤマザキとか、これは市が間に入っています
よね。 

 
（農業振興課）これは、本当に御相談に応じて、例えば、どこから、その農

産物を調達しようか、実際には、農協さんにそのまま御相談す
るのが多いのですけれども、間に入ってやっているというだけ
で、経費的な支援は一切していない、相談対応しているだけに
なります。 

 
（矢沢委員） そこで、そんな議論になってしまうと、ちょっとずれてしま

うかもしれないですけれども、ヤマザキの例とか、それは、六
次産業の１つの事例だと思っています。規模としては少ないで
すけれども、これからそういうのが進めば、新しい技術や荒廃
地など、すごくドラスティックな変化が起きるかなというふう
には思いますね。ただ、やはり、それは、ヤマザキさんがこう
いうものをほしいよということで来て、こうなったからよいの
ですけれども、それは、六次産業化では、三次のほうから求め
ているものであって、我々は、むしろ、今はそちらの勢いが結
構あるのですか、そういう求めがある、そういうニーズがある
のだったら、今度は逆にこっちから仕掛けていかないといけな
い。そのことが、今、我々は欠けているなと思いました。 

 
（大竹委員） 私もセブンイレブンさんはよく知っていて、あれば幾らでも

買ってつくれるのだけれどもと言われるけれども、やはり、ち
ょっと横浜市は生産量が足りないのです。セブンイレブンなど
がつくるほど、一定の量を供給するためのものがないので。 

 
（矢沢委員） だから、例えば企業さんも、全部、ナショナルレベルでとい

うのではなくて、局地レベルでも入ってきているから、そうい
った意味では、チャンスはあると思うのです。でも今、くれよ、
くれよと言われても、横浜の農畜産物を全部もっていったって
足りないので、そうすると、やはり、小さな六次産業化とか言
われるようになっていくとよいのかと思います。期間限定でも
よいわけですから。 

 
（農業振興課）セブンイレブンで全国に売るとなりますと、逆に地産地消か

ら遠のいてしまうので、本当に地域限定のもので、こういった
事例をふやしていければなと思います。 

 
（大竹委員） あと、横浜市は、そんなにたくさん量がないので、企業に販

売するぐらいなら私たち市民に売ってほしいという感じがしま
す。 

 
（矢沢委員） 我々のほうからの働きかけというのは、こんなものがあるけ

れども、どうだろうという、発信力をもう少し太くしないとい
けませんね。言われたからとか何とかと言っているのでは、少
しつまらないですね。 

       また横道にそれてしまうけれども、例えば、去年から横浜で
とれたお米で作ったおせんべいを、直売所などで売っていて、
うまくいっています。小さな六次産業化というのはそういった
もので、農協の枠の中、あるいは横浜市の枠でできるもの。そ
してそういったものが企業の力になる。その発想をもう少し進
めないといけないと思います。 

 
（大竹委員） 矢沢委員がおっしゃったように、やはり、そこで完結したほ
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うがよいと思うので、こういう大きなところに入ってしまうと、
言ってはいけないのですけれども、せっかくおいしい食材が、
いろんなものと混じってしまいます。 

 
（農業振興課） 大企業との連携のメリットとしては、広く売っていただけ

るので、今まで興味のなかった方に、市内でつくっているもの
があるのだと、目に見える機会が増えます。興味のある方は、
引き続き手に入れていただけるのですけれども、なかなかそう
ではない、関心のない方たちにどうやって届けようかというの
も、１つの課題ですので、そういったメリットはあるのかなと
いうことです。ただ、そちらばかりいってしまって、地域への
販売などが手薄にならないようにというのは、注意しながら進
めていきたいなと思っています。 

 
（大竹委員） 私も、こういうのが出たら必ず買いますから、このビーフカ

レーは買ったことはありましたけれども、でも、ちょっとお味
的には満足できないものが多いのですね。 

 
（矢沢委員） コラボする相手の、ヤマザキさんとか、そういう物すごい大

きなところもあるけれども、例えば、地元の中でもあるわけで
はないですか。 
今、うちも横浜醤油と連携して、横浜産の醤油をつくって、

直売所で売ろうなどと考えているのですが、そういった人もい
るから、そこの相手をどうやって引っ張り出してくるかという
ものだと思うのです。 

 
（農業振興課）そういう意味では、こじんまりとしたものとしては、ビジネ

ス創出支援ということで、もう既にある企業さんでも、新しく
何か商品開発をしてということであれば、対象になり得ますの
で、こちらのほうでやっていきたいです。 

 
（蔦谷部会長）レストランなどでは、かなり使ってもらっているということ

ですね。 
 
（農業振興課）はい。結構使ってくださっていて、特にみなとみらいのホテ

ルや大手のレストランさんだと、地場産ということにこだわっ
て、鮮度や味で使ってくださっているのですけれども、そうい
ったところで、市内産や「○○さんがつくった○○」とＰＲし
ていただくのも非常に宣伝にもなりますし。量が出るとか、高
く売れるということもありますけれども、それよりもまず、市
民の目に触れる機会という意味でも、非常に重要だと思ってい
ますので、そういった飲食店とのマッチングは、今後、力を入
れていきたいと思っております。 

 
（蔦谷部会長）先ほどの話で、ビジネス創出支援は農産物を限定して行って

いるわけですか。 
 
（農業振興課）直接の農畜産物を加工販売ということではなくて、例えば地

産地消に関するワークショップのような事業でも対象になりま
す。 

 
（蔦谷部会長）逆に、いろいろなビジネス創出はあり得るではないですか、

一次産業に限らず、二次産業も。これは絞り込んでいるのです
か。 
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（農業振興課）特にこだわってはいませんが、三次産業が多いです。地産地
消に何か貢献できるようなビジネスであればということです
ね。 
経済局のほうでは、中小企業支援ということで、また全然違

ったものはしているのですけれども、それとは別に、独自の事
業として行っています。 

 
（蔦谷部会長） これは、おもしろいですよね。 
 
（農業振興課） そうですね。意外な御提案がいろいろあって、あぐりツア

ーと同じような農家をめぐるツアーをやりたいですとか、何か
流通の関係のことをやりたいですとか、提案としては、本当に
さまざまなものをいただいております。 

 
（蔦谷部会長） 例えば、ジャムの商品加工とか、シャーベットとか、農家

の人が受講して。 
 
（農業振興課） トマトのシャーベットだけが農家の方で、ジャムですとか、

ドレッシングについては、本当に一般の方が御自身で地元産の
ものを使ったものを商品化するといったことでご相談いただい
ております。 

 
（蔦谷部会長） これを見ると、そんなにロットが大きくなくてやれるもの

を。 
 
（矢沢委員） ジャムなどは、かなり進んでいるのですけれども、さきほど

出たのはミカンでしたか。 
 
（農業振興課） 青ミカンですね。 
 
（矢沢委員） 青ミカンのドレッシングができたのですね。それなどは、摘

果したミカンを農家ではない人がもったいないということでし
ています。あとは、それを直売所でどうやって売っていくか。
やはり最終的には、販売もセットでないと。 

 
（蔦谷部会長） この「市民、企業等」には、農協も含まれるのですか。 
 
（農業振興課） 農協さんは、生産者側と企業側と両方の立場でかかわって

いただいております。 
 
（蔦谷部会長）ほかに、資料１の最後のページですけれども。 
 
（事務局）  申しわけありません、訂正があります。今年度の進捗状況の

評価のところで、資料では、直売所は目標を達成していません
と書いてありますが、それは11月時点の進捗状況ですので、こ
この表現は修正が必要です。単年度としては、ことし10件の目
標で、11件の見込みです。 

 
（農業振興課）既に申請はいただいていますので、完了はまだしていないも

のもあるのですけれども、年度内に完了の見込みとなっており
ます。 

 
（矢沢委員） 先ほどの話に戻ってしまうのですが、直売所の整備はわかり

やすいのですが、青空市のようなものも積極的に進めてほしい
です。私は、農協で準組合員マルシェを提案しているのですが、
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施設はハコモノをつくるとお金がかかってしまうけれども、例
えばマルシェみたいなものを、農協の準組合の人がテントを置
くか、日傘ぐらいの簡易な施設で販売する。販売物は我々農家
が持っていきます。それを、自分たちの活動として100円のもの
を120円で売ってもよいです。そういう輪が広がると、例えば買
い物に不自由な地域でももっと地産地消が進むのかなと思いま
す。そういうときに、例えば、テントの１つとか、そういった
ものを何か援助してもらうと、よいのかなと思います。 

 
（農業振興課）直売所等の支援については、備品などのうちで、テントなど

も対象になりますし、はまふうどコンシェルジュになっていた
だいている方がマルシェを開催する場合には、奨励金という形
で支援などもしていますので、そういったものをうまく組み合
わせていただきたいです。準組合員さんの活動でもコンシェル
ジュになっていただくだとか、いろいろとやり方を工夫してや
っていただけたらと思います。 

       特に、我々も都心部の直売所がないということは、非常に言
われています。地産地消に興味があっても、買える場所が遠く
まで行かなければないということで、先ほどスライドで、みな
とみらいの開催地は御紹介しましたけれども、月に１回という
ことで、それ以外にも、最近民間でマルシェを始めました。そ
ちらも月に１回、２日間だけなので、定期的にもう少し都心で
も実施していきたいと考えております。 

       矢沢委員がおっしゃったように、大掛かりな施設を整備する
となると、なかなかこちらも支援としても、限度もありますの
で、青空市的なものが増えていくのが、一番よいのかなと感じ
ております。 

 
（大竹委員） あと、主婦的な感覚なのですけれども、直売所もマルシェも

なかなか行きにくい時間帯の人がいるのですよ。私も戸塚に住
んでいますけれども、戸塚などではスーパーは地元のものを置
いています。それを置かないと、もう成り立たないような感じ
になっています。スーパーさんなども営業時間は長いから、買
える時間も長いということで、目に入る時間も長いと言ってい
たので、その辺をもう少し使っていってもよいのかなと思いま
す。 

 
（矢沢委員） そうですね。それは、今、直売所の面でも大きな課題です。 
 
（大竹委員） どこのスーパーでも、必ず地場のものを置いている場所があ

るのです。 
 
（矢沢委員） それは、そういったスーパーさんと手を組んでやってきてい

るといったこともあるのだけれども、今、おっしゃるように、
直売所の時間は短めです。 

 
（大竹委員） 時間のある人はいつでも行けるのですけれども、働いていた

りすると、やはり行けないし、行ったころには、もうなくなっ
ています。 

 
（農業振興課）私自身も直売所で買いたいと思いつつ、週末にしか買いにい

けないという状況ですので、おっしゃるとおりです。 
       あと、スーパーさんで、中で実際に地場産ということで表示

して売っていただくコーナーを設けていただくところも多いで
すし、それ以外に、軒先などで、直売をするところとかも出て
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きています。 
 
（大竹委員） あと、特に戸塚は田舎なので、私が結婚したときに来たころ

は、野菜を売っている農家がたくさんあることにびっくりした
ものです。今も残っています。 

 
（矢沢委員） 昔からのところは強いですからね。あと、意外に、もう少し

視野に入れたほうがよいと思っているのは、引き売りしている
農家がたくさんあるじゃないですか。引き売りも全然なくなら
ないのですね。トラックに荷物を積んで回っていくのだけれど
も、これは、明治のころから伝統で、ずっと、自分のところの
マーケット、お客さんを回っていて。これは、もう少し研究し
たほうがよいと思います。 

 
（大竹委員） 私が行っている農家さんも引き売りしていて、お客さんがど

んどん高齢になってくるから、最近は、新しいハイカラなもの
が売れないのだと言っていますけれども、何かもうお客さんが
ついているのです。 

 
（農業振興課）手間はかかるので、なかなか農家の方にやってくれとはお願

いしづらいのですけれども、先ほどおっしゃった買い物難民の
地区のようなところは、引き売りが増えていけば、とてもよい
のかなと思います。 

 
（矢沢委員） 移動販売車のようなものを持っていけとすぐに言うわけです

が、それでは絶対運営できないので、結局、私が言ったような
マルシェをボランティア的な感覚で運営をしていってもらうと
いうふうにしないと、とても運営できないです。 

 
（大竹委員） 引き売りもテリトリーがありますからね。 
 
（矢沢委員） 地産地消をもう一歩進めていくためには、そういった発想が

必要だと思います。 
 
（大竹委員） 余計なことですけれども、引き売りもだんだんと年齢層が上

がってくると、加工したものも売れるらしいですよ。 
 
（農業振興課）そうですね。量が、キャベツ丸々１個は要らないとか。 
 
（大竹委員） 漬け物は漬けてきてくれと言われます。 
 
（矢沢委員） そうですよ、もう20年ぐらい前は、干したダイコンを出荷し

ていた時代だったのです。今はそんな需要はないですね。当時
は結構高く売れたのですよ、干したダイコン、自分でまだ漬け
ていないからと。 

 
（農業振興課）今はもう漬け物になった後でないとね。漬け物もダイコン１

本よりも、カットして小さくた方が割高でも買うと。 
 
（大竹委員） ダイコンの葉っぱも１回はおいしいけれども、次からは要ら

ないと。 
 
（蔦谷部会長）ほかに何かございますか。では、今、大分出されたのですけ

れども、評価の中、直売所の整備、施設拡充に加えて、ちょっ
と販売支援みたいなニュアンスのことを盛り込んでもらったら
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どうでしょうかね。それで、目標を達成していませんというの
は、先ほどの実態にあわせて書いて。 

       あと、全体を通じて何かあれば、お聞きしておきたいと思い
ますけれども、どうでしょうか。 

       これは、文章を、今ここでどうのこうのというのは大変だと
思うので、まだ、家に戻ってから若干御意見があれば、言って
いただくという余裕はあるのですか。 

 
（事務局）  基本的には、報告書素案として固めていくのが、４月の上旬

までを考えておりますので、事務局のほうの作業の時間もいた
だきたいので、例えば、１週間、２週間程度で、もし、何か追
加で御意見があれば、メール等もしくは電話等でいただければ、
その部分も加味して作成させていただきたいと思います。 

       その後、また４月に座長または部会長に内容は御確認いただ
きまして、次の会議でもう一回文章を最終確認していただくと
いう形になります。 

 
（蔦谷部会長）では、余り期間に余裕を持っても忘れてしまう可能性がある

ので、来週の水曜日ぐらいまでに何かあれば、メールで事務局
に御連絡いただくということでお願いいたします。 

       全体としては、大変よく頑張っていただいて、それなりに評
価ができるということで、あとは個別に御意見をいただいたの
ですけれども、そういうことでよろしいでしょうかね。 

 
（農業振興課）参考資料でお配りしたリーフレットについてですが、付加価

値の高い農作物の栽培の支援という内容のものです。飲食店に
直接販売していただくという条件で、奨励金をお支払いすると
いうのを今年から始めておりまして、それに取り組んでいただ
いた農家の方と、飲食店との交流会では、農作物を持ち込んで、
飲食店のほうで実際に料理していただいて、そのでき上がった
料理が、この写真で載っているという形になっています。 

 
 
（事務局）  事務局からの連絡といたしましては、先ほどもありましたけ

れども、部会長とともに委員の皆様それぞれからコメントをい
ただきたく、その御依頼につきましては、後程お手紙で御依頼
させていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。
内容も形式張ったものではありませんので、自由な御意見をい
ただければと思います。 

 
（蔦谷部会長）では、終わってよろしいですか。 
       では、大変お疲れさまでした。 
 
 

 
資料 
・ 

特記事項 

資料１ 横浜みどりアップ計画市民推進会議 平成27年度報告書（案）【抜粋】 

資料２ 横浜みどりアップ計画（計画期間：平成26-30年度） 

平成27年度事業目標及び進捗状況〔平成28年11月末時点〕 

＜参考資料＞ 

参考資料１ 「よこはまの農と暮らしを結ぶ情報誌 はまふうどナビ」 vol.39 

参考資料２ 「地産地消のしおり」 


